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【 背 景 お よ び 目 的 】

鶏 コ ク シ ジ ウ ム 病 （ 以 下 、 本 病 ） は Ei m e r i a属 原 虫 の 感 染 に よ る 、

腸 炎 を 主 徴 と す る 疾 病 で 、 集 約 的 な 養 鶏 生 産 に お い て 、 多 大 な 被 害

を も た ら す 疾 病 の 一 つ で あ る 。

鶏 に 寄 生 す る E i m e i a属 原 虫 は 7種 、 す な わ ち E . n e c a t r i x、 E . t e n

e l l a、 E . b r u n e t t i、 E . a c e r v u l i n a、 E . m a x i m a、 E . m i t i s、 E . p r

a e c o xが 知 ら れ て い る 。 症 状 は 種 に よ っ て 異 な り 、 E . n e c a t r i xや E .

t e n e l l a の 濃 厚 感 染 で は 出 血 性 腸 炎 を 呈 し 、 死 亡 率 が 高 く （ 急 性

症 ）、 E . b r u n e t t i 、 E . a c e r v u l i n a、 E . m a x i m aの 濃 厚 感 染 や こ れ

ら の 混 合 感 染 で は 、 不 消 化 性 下 痢 が 見 ら れ 、 発 育 不 良 や 貧 血 が 顕 著

と な る （ 慢 性 症 ）。 E i m e r i a 属 原 虫 は 、 野 外 で は 混 合 感 染 も 多 く 、

オ ー シ ス ト の 形 態 の み に よ る 種 の 鑑 別 は 困 難 で あ る （ 川 原 , 2 0 1 3；

角 田 , 1 9 8 2）。
本 病 は 、 国 内 で は 毎 年 、 数 十 戸 の 発 生 が 報 告 さ れ て お り 、 直 近 の

平 成 2 8年 で は 、 C l o s t o r i d i u m p e r f r i n g e n s感 染 症 な ど と の 合 併 症 を

含 め 、 9 4戸 発 生 し て い る （ 農 林 水 産 省 , 2 0 1 8）。 本 県 で も 病 性 鑑 定

や 検 査 に お い て 、 毎 年 の よ う に 本 病 が 確 認 さ れ 、 被 害 が 認 め ら れ て

い る こ と か ら 、 平 成 2 5年 度 よ り E i m e r i a種 を 鑑 別 す る 遺 伝 子 検 査 を

適 宜 行 い 、 本 病 の 早 期 診 断 や 詳 細 な 病 態 把 握 、 農 場 指 導 に 役 立 て て

き た 。 今 回 、 こ れ ら の 症 例 の 病 態 と 発 生 傾 向 を 分 析 し た 。

【 材 料 お よ び 方 法 】

平 成 2 4～ 3 0年 度 に 死 亡 鶏 増 加 や 産 卵 率 低 下 に よ り 病 性 鑑 定 や 糞 便

検 査 を 行 っ て 本 病 と 診 断 し 、 遺 伝 子 検 査 に よ り E i m e r i a種 の 鑑 別 を

行 っ た 1 0症 例 を 用 い た 。 こ れ ら の 発 生 状 況 を と り ま と め 、 ① 発 生 日

齢 ② 病 態 ③ 原 因 と 考 え ら れ た E i m e r i a種 に つ い て 検 討 し た 。 な

お 、 遺 伝 子 検 査 の 材 料 と し て 、 症 例 1と 2は 、 十 二 指 腸 、 空 回 腸 お よ

び 盲 腸 を 含 む 腸 パ ラ フ ィ ン 標 本 、 症 例 3は 糞 便 、 症 例 4～ 1 0は 小 腸 ま

た は 盲 腸 の 内 容 物 を 用 い た 。 ま た 、 今 回 、 本 病 の ワ ク チ ン 使 用 農 場

は な か っ た 。

【 結 果 】

本 病 の 10症 例 を 発 生 年 月 の 順 に 表 １ に 示 し た 。



1. 発 生 日 齢
発 生 日 齢 は 、 3 2～ 5 0日 齢 の 育 成 期 （ 6例 ） と 、 1 4 2～ 1 5 3日 齢 の 採

卵 鶏 の 産 卵 開 始 時 期 （ 4例 ） に 集 中 し て い た 。

2. 病 態

( 1 )育 成 期 の 症 例 (症 例 1 , 4 , 5 , 7 , 8 , 9 )

病 態 は 、 E . n e c a t r i x に よ る 急 性 小 腸 コ ク シ ジ ウ ム 病 が 6例 中 3例

（ 症 例 4 , 5 , 7 ） と 最 も 多 く 、 小 腸 の 上 部 ま た は 中 部 の 腫 大 お よ び 出

血 、 組 織 学 的 に 小 腸 粘 膜 固 有 層 深 部 に お け る 第 二 代 シ ゾ ン ト の 形 成

な ど の 特 徴 的 所 見 が 認 め ら れ た 。 症 例 1は 、 E . b r u n e t t iと E . m a x i m

a、 お よ び C . p e r f r i n g e n s（ A型 ） の 混 合 感 染 で あ り 、 小 腸 の 腫 大 ・

膨 満 が 見 ら れ 、 組 織 学 的 に は 小 腸 の 粘 膜 固 有 層 に 有 性 生 殖 期 の コ ク

シ ジ ウ ム が 多 数 認 め ら れ た 。 症 例 8は 大 腸 菌 症 、 症 例 9は 伝 染 性 気 管

支 炎 （ I B） と の 混 合 感 染 で あ り 、 い ず れ も 腸 に 目 立 っ た 病 変 は 認 め

ら れ な か っ た 。

(2 )採 卵 鶏 の 産 卵 開 始 時 期 の 症 例 （ 症 例 2, 3 , 6 , 1 0）

症 例 2と 3は 、 同 一 の 平 飼 い 農 場 で あ り 、 2年 連 続 で 産 卵 率 低 下 が

見 ら れ た 。 1年 目 に 病 性 鑑 定 を 行 い 、 暑 熱 お よ び E . n e c a t r i x感 染 、

卵 墜 に よ る 産 卵 率 低 下 で あ っ た 。 小 腸 粘 膜 に 偽 膜 が 形 成 さ れ 、 組 織

学 的 に E . n e c a t r i xの 第 二 代 シ ゾ ン ト が 認 め ら れ た 。 2年 目 も 産 卵 率

が 低 下 し た た め 、 1 4 7日 齢 で 糞 便 検 査 を 行 っ た と こ ろ 、 E . n e c a t r i x

が 検 出 さ れ た 。 当 該 鶏 群 の 産 卵 率 は 1 4 0日 齢 頃 ま で 順 調 に 上 昇 し て

い た が 、 そ の 後 、 産 卵 ピ ー ク が 認 め ら れ な い ま ま 、 低 調 に 推 移 し た

（ 最 低 値 は 19 1日 齢 の 4 1 . 4 %）。

症 例 6と 1 0は 、 直 立 多 段 ケ ー ジ 飼 育 農 場 で 死 亡 鶏 が 増 加 し 、 2例 と

も 小 腸 下 部 の 著 し い 腫 大 と 偽 膜 形 成 が 見 ら れ た 。 組 織 学 的 に は 小 腸

粘 膜 の 壊 死 、 お よ び 有 性 生 殖 期 の コ ク シ ジ ウ ム が 多 数 認 め ら れ た 。

ま た 、 2例 と も E. n e c a t r i x、 E . t e n e l l a、 E . b r u n e t t iの 3種 を 含 む

混 合 感 染 で 、症 例 10は C . p e r f r i n g e n s ( C型 )感 染 症（ 旧 壊 死 性 腸 炎 ）

と の 混 合 感 染 で あ っ た 。 症 例 1 0は 、 鶏 舎 を 改 修 し 、 新 し い ケ ー ジ を

設 置 し た 後 の 新 規 導 入 群 で の 発 生 で あ っ た 。4例 全 て が 大 雛 導 入 で 、

導 入 後 約 一 月 で 発 生 し て い た 。

3. 原 因 と 考 え ら れ た Ei m e r i a種

遺 伝 子 検 査 で は 、症 例 2の み 、E . n e c a t r i xが 単 独 で 検 出 さ れ た が 、

そ れ 以 外 の 症 例 で は 、 複 数 の E i m e r i a種 が 検 出 さ れ 、 3種 以 上 の 感 染

が 7症 例 で 認 め ら れ た 。

各 症 例 に お い て 、 本 病 の 主 因 、 あ る い は 病 変 形 成 へ の 関 与 が 大 き

い と 考 え ら れ た の は 、 E . n e c a t r i xが 5例 で 最 も 多 く 、 次 に 多 か っ た

の は E. b r u n e t t iの 3例 で あ っ た 。



【 考 察 】

遺 伝 子 検 査 に よ り E i m e r i a種 の 鑑 別 を 行 っ た 、 近 年 の 鶏 コ ク シ ジ

ウ ム 病 の 10症 例 に つ い て 、 病 態 と 発 生 傾 向 を 分 析 し た 。

(1 )発 生 日 齢

本 病 の 発 生 日 齢 は 、 3 2～ 5 0日 齢 の 育 成 期 と 、 1 4 2～ 1 5 3日 齢 の 採 卵

鶏 の 産 卵 開 始 時 期 に 集 中 し て い た 。

育 成 期 の 6症 例 に お け る 薬 剤 の 使 用 状 況 を み る と 、 薬 剤 を 使 用 し

な い 無 薬 飼 育 （ 地 鶏 ） が 1例 、 コ ク シ ジ ウ ム 予 防 剤 の 使 用 農 場 （ 採

卵 鶏 お よ び ブ ロ イ ラ ー ） が 3例 、 コ ク シ ジ ウ ム 治 療 薬 の 使 用 農 場 が 2

例 （ 採 卵 鶏 お よ び ブ ロ イ ラ ー ） で あ り 、 薬 剤 を 使 用 す る 農 場 で も 発

生 が 見 ら れ て い た 。

本 病 の 感 染 源 と な る オ ー シ ス ト は 、 日 常 的 に 用 い ら れ る 多 く の 消

毒 剤 に 対 し て 抵 抗 性 を 示 す 。 こ の た め 、 本 病 の 発 生 を 衛 生 管 理 の み

で 制 御 す る こ と は 困 難 で あ り 、 多 く の 場 合 、 ブ ロ イ ラ ー で は 出 荷 7

日 前 ま で 、 ブ ロ イ ラ ー 以 外 の 鶏 で は 1 0週 齢 ま で の 期 間 、 飼 料 中 に 予

防 剤 （ 飼 料 添 加 物 ） が 添 加 さ れ て い る （ 川 原 , 2 0 1 2）。

今 回 、 コ ク シ ジ ウ ム 予 防 剤 の 使 用 農 場 （ 症 例 1 , 4） で も 発 生 が 見

ら れ た 理 由 と し て 、 予 防 剤 に よ る 発 症 抑 制 レ ベ ル を 超 え て 、 E. n e c

a t r i xな ど の 病 原 性 の 強 い 種 が 濃 厚 感 染 し た た め と 考 え ら れ た 。 農

場 の 現 場 管 理 者 へ の 聞 き 取 り に よ り 、 農 場 消 毒 が 不 十 分 で あ っ た こ

と が 判 明 し て お り 、 予 防 薬 を 使 用 す る 場 合 で も 、 農 場 消 毒 の 徹 底 は

必 要 不 可 欠 で あ る 。

症 例 7と 9は 、コ ク シ ジ ウ ム 治 療 薬 の 使 用 農 場 に お け る 発 生 で あ る 。

症 例 7は 、 治 療 薬 投 与 前 の 感 染 に よ り 発 症 し た も の と 考 え ら れ た 。

当 該 農 場 は 、 採 卵 鶏 を 初 生 か ら 平 飼 い で 飼 育 し て お り 、 ケ ー ジ 飼 育

に 移 行 す る 3日 前 に 治 療 薬 が 投 与 さ れ て い た が 、 投 与 前 の 感 染 に よ

り 発 症 し た も の と 考 え ら れ た 。 症 例 9は 、 治 療 薬 の 効 果 は 不 明 で あ

る が 、 盲 腸 内 に 白 色 偽 膜 様 物 が 見 ら れ た こ と 、 組 織 学 的 に 盲 腸 陰 窩

上 皮 細 胞 内 に 少 数 の 有 性 生 殖 期 の コ ク シ ジ ウ ム が 認 め ら れ 、 遺 伝 子

検 査 で E . t e n e l l aが 検 出 さ れ て い る こ と か ら 、 E . t e n e l l aに 感 染 し

た が 発 症 せ ず 、 回 復 期 に 死 亡 し た も の と 考 え ら れ た 。 な お 、 当 該 農

場 で は 、 複 数 ロ ッ ト に つ い て 病 性 鑑 定 を 行 っ て お り 、 上 述 の 盲 腸 内

に 白 色 偽 膜 様 物 が 見 ら れ た ロ ッ ト は IB陰 性 で あ っ た 。

採 卵 鶏 の 産 卵 開 始 時 期 の 4症 例 は 、 い ず れ も 大 雛 導 入 で あ り 、 本

病 の ワ ク チ ン は 投 与 さ れ て い な か っ た 。 こ の た め 、 導 入 ス ト レ ス や

病 原 性 の 強 い 種 の 感 染 に 加 え て 、 産 卵 開 始 の ス ト レ ス が 重 な り 、 発

症 し た も の と 考 え ら れ た 。 さ ら に 、 症 例 6で は 寒 冷 ス ト レ ス が 、 症

例 1 0で は 暑 熱 ス ト レ ス も 発 症 に 影 響 し た と 考 え ら れ た 。 4症 例 と も

感 染 源 を 特 定 す る こ と は で き な か っ た が 、 い ず れ の 場 合 も 、 導 入 後

に 感 染 が 拡 大 し た と 考 え ら れ た 。 す な わ ち 、 平 飼 い 農 場 で は 排 泄 さ



れ た 糞 便 を 介 し て 、 多 段 ケ ー ジ 飼 育 で は 、 除 糞 ベ ル ト に 付 着 し た 糞

便 を 介 し て 、 感 染 が 拡 大 し た と 考 え ら れ た 。

以 上 よ り 、 育 成 期 に お い て は 、 鶏 は 平 飼 い で 飼 養 さ れ る こ と が 多

く 、 い っ た ん コ ク シ ジ ウ ム が 侵 入 す る と 感 染 が 拡 大 し や す い こ と か

ら 、 入 雛 前 の 鶏 舎 消 毒 の 徹 底 は 当 然 で あ る が 、 予 防 剤 の 使 用 や 生 ワ

ク チ ン の 使 用 、 あ る い は 適 切 な タ イ ミ ン グ に よ る 治 療 薬 の 使 用 に よ

り 発 症 を 抑 制 す る こ と が 必 要 で あ る 。

採 卵 鶏 の 産 卵 開 始 時 期 は 、 種 々 の ス ト レ ス が 重 な り 本 病 を 発 症 し

や す い と 考 え ら れ る 。 一 般 に 、 大 雛 導 入 の 採 卵 鶏 は 本 病 の ワ ク チ ン

を 投 与 さ れ て お ら ず 、 ま た 、 日 齢 が 1 0週 齢 を 越 え る た め 、 予 防 薬 を

使 用 す る こ と が で き な い 。 さ ら に 、 産 卵 を 開 始 す る と 治 療 薬 の 投 与

も 不 可 能 と な る 。 よ っ て 、 ケ ー ジ 飼 育 の 場 合 に は 、 感 染 源 と な る 成

熟 オ ー シ ス ト を 鶏 が 摂 取 す る こ と が な い よ う 、 除 糞 や 清 掃 を 頻 繁 に

行 う こ と が 重 要 で あ る 。 平 飼 い の 場 合 は 生 ワ ク チ ン の 投 与 も 有 効 と

考 え ら れ る 。 症 例 3で は 、 発 生 後 の 導 入 ロ ッ ト か ら 、 E . n e c a t r i xワ

ク チ ン を 大 雛 導 入 後 に 投 与 し 、 産 卵 率 に 一 定 の 改 善 が 認 め ら れ て い

る 。 そ の ほ か 、 生 菌 製 剤 の 持 続 使 用 に よ る 腸 内 環 境 の 改 善 、 換 気 や

温 湿 度 の コ ン ト ロ ー ル に よ る 環 境 ス ト レ ス の 排 除 も 併 せ て 行 い 、 発

症 を 抑 制 す る こ と が 必 要 で あ る 。

(2 )原 因 と 考 え ら れ た Ei m e r i a種

本 病 の 主 因 、 あ る い は 病 変 形 成 へ の 関 与 が 大 き い と 考 え ら れ た の

は 、 E . n e c a t r i xが 最 も 多 く 、 次 い で 、 E . b r u n e t t iが 多 か っ た 。 こ

の 2種 に よ る 感 染 は 、 中 雛 以 降 に 発 症 が 多 い と さ れ て お り （ 川 原 , 2

0 1 2 ）、 今 回 、 こ れ ら に よ る 症 状 や 病 変 は 、 ブ ロ イ ラ ー で は な く 、

採 卵 鶏 と 地 鶏 で 見 ら れ た こ と か ら 、 報 告 と 一 致 し て い る 。 E. n e c a t

r i xは 病 原 性 は 最 も 強 い も の の 、 増 殖 力 が 弱 い た め 、 長 期 飼 育 鶏 で

問 題 と な る 。

E . b r u n e t t i は 、 最 近 ま で 国 内 に お け る 存 在 が あ ま り 認 識 さ れ て

こ な か っ た 種 で あ る が 、 近 年 、 再 確 認 さ れ 、 国 内 で 分 離 さ れ た 本 種

が 鶏 に 対 し て 強 い 病 原 性 を 有 す る こ と が 明 ら か と な っ た （ 川 原 , 2 0

1 4）。

本 種 の 感 染 で は 特 徴 的 な 肉 眼 病 変 を 認 め ず 、 一 見 し た だ け で 本 病

で あ る と 判 断 す る の は 難 し い （ 川 原 , 2 0 1 3）。 症 例 1も 小 腸 の 腫 脹 ・

膨 満 の み で 、 特 徴 的 な 肉 眼 病 変 は 見 ら れ な か っ た が 、 病 性 鑑 定 後 に

実 施 し た 、 腸 パ ラ フ ィ ン 標 本 を 用 い た 遺 伝 子 検 査 に よ り 、 本 種 の 関

与 が 明 ら か と な っ た 。

症 例 6と 1 0は 、 い ず れ も 偽 膜 性 腸 炎 を 呈 し て お り 、 解 剖 所 見 の み

で は 壊 死 性 腸 炎 と 診 断 さ れ る 場 合 も あ る と 思 わ れ る 。 両 例 の 組 織 所

見 も 酷 似 し て い た が 、 症 例 6は 鶏 コ ク シ ジ ウ ム 病 、 症 例 1 0は 鶏 コ ク

シ ジ ウ ム 病 と C . p e r f r i n g e n s（ C型 ） 感 染 症 、 い わ ゆ る 壊 死 性 腸 炎



と の 混 合 感 染 で あ っ た 。

遺 伝 子 検 査 で は 、 両 例 と も E . n e c a t r i x、 E . b r u n e t t i、 E . t e n e

l l aと 病 原 性 の 強 い 3種 全 て を 含 む 混 合 感 染 で あ り 、 組 織 学 的 に 小 腸

下 部 粘 膜 の 壊 死 と 小 腸 下 部 粘 膜 固 有 層 に お け る 有 性 生 殖 期 の コ ク シ

ジ ウ ム の 寄 生 が 顕 著 で あ っ た 。 小 腸 で 有 性 生 殖 を 行 う の は 、 こ の 3

種 で は E . b r u n e t t i の み で あ る こ と か ら 、 本 種 の 病 変 形 成 へ の 関 与

が 大 き い と 考 え ら れ た 。 腸 内 容 物 の オ ー シ ス ト 検 査 で も 、 本 種 と 思

わ れ る 大 型 の オ ー シ ス ト を 確 認 し て い る 。

今 回 、 遺 伝 子 検 査 に よ る E i m e r i a 種 の 鑑 別 を 行 っ た 診 断 に よ り 、

本 県 の 養 鶏 場 に お け る E . b r u n e t t iの 浸 潤 と 、 症 状 や 病 変 形 成 へ の

関 与 が 明 ら か と な っ た 。 E . b r u n e t t iに よ る 野 外 事 例 は 、 群 馬 県 の

採 卵 鶏 農 場 に お い て 、 1件 の み 報 告 が あ る （ 瀧 澤 , 2 0 1 2）。 近 年 、 PC

R法 に よ る E i m e r i a種 の 鑑 別 が 徐 々 に 行 わ れ て き て お り 、 今 後 、 E. b

r u n e t t iが 関 与 す る 症 例 の 報 告 が 増 え て い く も の と 思 わ れ る 。

本 病 の 発 症 予 防 に は 生 ワ ク チ ン が 有 効 で あ り 、 E . n e c a t r i x に つ

い て は 単 独 ワ ク チ ン 、 E. t e n e l l a、 E . a c e r v u l i n a、 E . m a x i m a、 E .

m i t i sに つ い て は 3価 ま た は 4価 の 混 合 ワ ク チ ン が 市 販 さ れ て い る 。

し か し 、 E . b r u n e t t iに つ い て は 生 ワ ク チ ン は 開 発 さ れ て お ら ず 、

浸 潤 農 場 で は 十 分 な 注 意 が 必 要 で あ る 。

今 回 の 症 例 分 析 に よ り 、本 病 の 病 態 と 発 生 傾 向 が 明 ら か と な っ た 。

今 後 も 確 実 に 診 断 を 行 い 、 農 場 指 導 や 対 策 を 行 っ て い き た い 。
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